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要 旨
本稿では20世紀初めに日本人のための朝鮮語学習書および韓国人のための日本語学習書
として金島苔水と廣野韓山により刊行された『韓語敎科書』(1905年)について、韓国語
の単語と文およびその仮名音注を分析し、本書に現れる20世紀初めの韓国語の特徴(音
注・語彙・助詞・語尾)を概観する。
著者の金島苔水は1900年代から1930年代にかけて朝鮮語と中国語の学習書を多数出版し
ているが、内容の充実度や正確さより商業出版物の性格が重要視されているといわれ
る。それゆえ本書のハングル表記には多くの誤記がみられる。また、李斗璜（1858年～
1916年）が金島苔水の一部の著述に関わったことも分かる。
本書には開化期の口語的な特徴がよく反映されており、開化期の商業関連用語も多く現
れる。今後、金島苔水の他の著作を総合的に考察し、明治期の他の朝鮮語学習書や韓国
人のための日本語学習書を考察することで、現代韓国語の形成過程をより明らかにでき
ると期待される。
キーワード：韓国語 開化期 韓語敎科書 朝鮮語学習書
1．はじめに
本稿では1905年に日本人のための朝鮮語学習書および韓国人のための日本語学習書1)と
して金島苔水と廣野韓山により東京の青木嵩山堂で発行された『韓語敎科書』2)に現れる
* 岡山大学 全学教育・学生支援機構 基幹教育センター
1)『韓語敎科書』の「例言」には「本書題シテ 韓語敎科書ト曰フト踓韓人ニシテ日語ヲ學バントスル者ニモ亦均シク捷
徑タルヲ得ベシ」と記されている。
2)『韓語敎科書』は、明治38年1月に金島苔水・廣野韓山の合著で東京の「青木嵩山堂」で出版された韓国語学習書であ
る。本稿では国立国会図書館の所藏本（東京経済大学の桜井文庫本も同じ板本である）を分析対象にした。内表紙や本
編冒頭には「金島苔水 廣野韓山 合著」となっており、奥付には以下のようになっている。
明治三十八年一月十九日印刷
明治三十八年一月廿六日發行
定價金八十錢
著作者 金島苔水
発行兼印刷者 靑木担三郎 東京市日本橋區通一丁目拾七番地
印刷所 嵩山堂印刷部 大阪市四區新町北通一丁目六十五番屋敷 電話四七八貳番
発行所 靑木嵩山堂 大阪市東區心斎橋筋博労町角 電話特東貳五〇番 
発行所 靑木嵩山堂 東京市日本橋區通一丁目角 電話本局七八九番  
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1905 年刊 『韓語教 』 の韓国語について
韓国語の単語と文およびその仮名音注を分析し、本書に現れる20世紀初めの開化期の韓国
語の特徴を概観する。
２.『韓語敎科書』について
2.1. 著者
著者である金島苔水は1900年代から1930年代にかけて朝鮮語と中国語の学習書を多数出
版しており、本名は金島治三郎3)と思われる。植田晃次(2014:64)では、金島の経歴につい
て陸軍通訳4)の経歴があった可能性と、石塚松雲堂編輯局の編集者5)であった可能性が指摘
されている。参考までに、『韓語敎科書』の例文には1894年に参謀本部から刊行された
『日韓会話』の影響6)もみられる。 
また、植田(2014:69)7)では、金島の韓国語学習書が商業出版物であり、内容の充実度や
正確さより売れ行きが重要視していることを指摘されている。実際、本書のハングル表記
賣捌所 嵩山堂支店 伊勢四日市竪町
3) 植田晃次(2014)では、『對譯日韓新会話-附文法註解』(1905)の内表紙や本編冒頭に金島苔水、、奥付に金島治三郎と
なっていることを指摘し、本名は治三郎であり、苔水は号と見られると述べている。同書で、共著者である廣野韓山に
ついて内表紙や本編冒頭には廣野韓山、奥付には廣野栄次郎と記されている。
4)「御職名ハ何デスカ/陸軍通訳デス」(『對譯日韓新会話-附文法註解』(1905年)121頁)
5)「明治三十八年五月三十一日波羅的艦隊全滅の広報号外を手にし/感極って泣きつゝ石塚松雲堂編輯局に於て」（『日清
会話語書類集』(1905年)自序）
6) 次は『韓語敎科書』と『日韓會話』などの朝鮮語学習書において共通または類似する文の一部である。以下、『韓語敎
科書』(1905年)の文は「韓」、『実地応用朝鮮語独学書』(1896年)の文は「実」、『ポケット朝鮮語独学』(1915年)の
文は「ポ」、『日韓會話』(1894年)の文は「日會」、『朝鮮語学独案内』(1894年)の文は「朝独」、『日韓英三國對
話』(1892年)の文は「三」と表示し、数字は頁番号を示す。「?」は便宜上筆者がつけたものである。
・져 길이 갓가오나 오 험오   (日會-224)(朝独-145)　
・져 길이 갓가오나 우 험오 (韓-125)
・져길고 이길은 어네거시 갓갑소? (日會-223)(朝独-146)
・져길고 이길고 어느길이 갓갑소? (実-101)(ポ-167)
・져길고 이길은 어네거시 갓잡소? (韓-128)
・얼마나 갓갑소?  십니나 갓갑지요 (日會-224)
・얼마나 갓잡소?  십니나 갓잡지요 (韓-52)
・뉵군은 어네 나라히 만소? (日會-59)
・뉵군은 어네 가라이(>나라이) 만소? (韓-56)
・셔안이 어데 잇소 (日會-111)
・셔안이 어데 잇소? (韓-84)
・젼보 놋코 오라 젼보줄이 어졋답데다 (日會-55)
・뎐보 놋코 오라 젼보줄이 어졋답데다 (韓-118)
・화륜션 구경 못겟소? (日會-162)
・화륜션 구경 못겟소? (韓-144)
7) 植田(2014:69)は「金島による著書は実用書であり、時流に乗った売れ筋商品、おそらく作り本であるといえよう。(中
略)極言すれば、内容の充実度や正確さより売れ行きが重要であったと再解釈できる。また人物史主義から見れば、著
者にとっても自己のより豊かな物質的生活の追求のために、生涯のある時期に身に付けた朝鮮語を使い、生涯のある時
期に時流に乗った本を、時には原稿の使い回しもして書いたという側面も見出せる」と主張している。
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には多くの誤記8)がみられる。金島の著書は以下の通りである。
　
<表１> 金島苔水の著書
2.2. 本書の構成
本書には、巻頭に李斗璜9)により「即无間，隔之憾」と書かれた題字、「例言」10)、
「目次」があり、目次の次に本文の「第壱編」、「第弐編 会話」、「第参編 復習及ヒ参
考」と構成され、本文は290頁から成っている。
8) 次はハングル表記における誤記の例である。ハングルの誤記に比べて、それに対応する仮名音注は正しい場合が多い。
(1) ㅓとㅗの混同
(韓-38)　오학(>어학) (韓-39) 머름니다(>모름니다) (韓-41) 옵소(>업소)
(2) ㄴとㅇの混同
(韓-39) 병젼(>병졍) (韓-42) 극산(>극상) 
(3) その他
(韓-42) 통(>복통)이 ポクトングイ (韓-94) 문동(>운동) ウヌトング
 (韓-45) 인광(>일광) イルクワング (韓-66) 스무실(>살) スムーサル
(韓-43) 카의(>가위) カウイ (韓-56) 가라이(>나라이) ナーラーイ
9) 李斗璜（1858年～1916年、字は公七、号は雪岳）は朝鮮末期の武臣で、書家である。彼は1895年に起った乙未事変に関
わり、1895年から1907年まで日本に亡命していた。本書の他に、金島苔水の『對譯日韓会話捷徑』(1905)の自序の6頁
には以下の文があり、李斗璜が日本で金島苔水の著述に関わったことが分かる。
　「其の誤謵なきを期せんため韓客李斗璜氏の是正を請ひ年を費やすこと一年有半にして始めて稿を脫せしは（後略）」
   <『韓語敎科書』における李斗璜の題字>
　 　　　
10) 黃雲(2015:106)は、金島が1905年7月を境として前書きをやめていることを指摘している。本書の「例言」では以下の
文のように実用が強調されてている。
　「會話ハ普通實用ノ語ヲ選ビ單語ハ各般ニ涉リテ文ヲ揭ゲ以テ其應用ヲ廣クセンコトヲ期シタリ」
刊行年 書名 著者 出版社
朝鮮語
教科書
1904.10 日韓会話三十日間速成　 金島苔水，李鎮豊 青木嵩山堂
1905.01 韓語教科書　 金島苔水，廣野韓山 青木嵩山堂
1905.03 對譯日韓新会話-附文法註解 金島苔水，廣野韓山 石塚書店
1905.07 對譯日韓会話捷径　 金島苔水，廣野韓山 石塚猪男蔵
1905.07 韓文日本豪傑桃太郎伝 金島苔水 青木嵩山堂
1905.09 日語捷径-独修自在 金島苔水，廣野韓山 青木嵩山堂
1906.04 日韓言語合璧 金島苔水 青木嵩山堂  
1934 對譯日鮮会話独修 金島苔水 近代文藝社 
1934 日鮮語新会話 : 三カ月卒業附・文法註解 金島苔水，廣野韓山 近代文藝社
1935 日鮮会話第一步 金島苔水 近代文藝社 
中国語
教科書
1905 日清会話語書類集 金島苔水 松云堂
1932.03 初等支那語の自修  金島苔水 近代文藝社 
1935 誰にもわかる支那語の初から 金島苔水 近代文藝社 
1939.02 日满支会話教本      金島苔水 巧人社
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<表2> 『韓語敎科書』の構成
本書の「第壱編」では韓国語の文字(ハングル)の仕組みや発音法に関する説明、動詞や
助詞などの基本的な単語や文法が提示されている。「第貳編会話」は<図-１>のように二段
で構成され、上段には韓国語の文がハングルで書かれ、その右にハングルに対応する仮名
音注が施されている。下段には韓国語の文に対応する日本語訳が記されてある。「第参編
復習及ヒ参考」では、単語を示している章では<図-2>のように三段で「韓国語 日本語」が
記されており、文を示している章では「第貳編」と同様に二段で構成されておるが、ハン
グルに対する仮名音注は施されていない。
<図-１>　「第貳編 会話」 <図-２>　「第参編 復習及ヒ参考」
　 　 　
標題 題字(李斗璜) 例言 目次
第壱編
(1~34頁)
第一章 諺文 第二章 父音 第三章 母音 第四章 子音 第五章 諺文綴方 
第六章 重音乃重激音 第七章 諺文讀方 第八章 副詞 第九章 接續詞 第十章 動詞
第十一章 形容詞
第弐編　会話
(34~159頁) い之部~す之部（いろは順）
第参編 
復習及ヒ参考
(159~290頁)
第一章 數字 第二章 年月日時 第三章 貨幣ノ算數
第四章 斗量 尺度 衡量 第五章 數ニ關スル雜稱 第六章 曆 四季
第七章 十干 十二支 第八章 七曜日 第九章 天文
第十章 基數連語 第十一章 時稱連語 第十二章 數ニ關スル雜稱
第十三章 天候 四季連語 第十四章 地理 第十五章 方位
第十六章 國土及國名 地名 第十七章 人族 第十八章 身體
第十九章 疾病及藥劑 第二十章 地理連語 第二十一章 國土及地名連語
第二十二章 人族連語 第二十三章 身體連語 第二十四章 疾病及藥劑連語
第二十五章 官位 職業 第二十六章 官署 第二十七章 建設物
第二十八章 家屋及基附屬物 第二十九章 家具幷用品、雜具 第三十章 金屬及玉石
第三十一章 文藝、遊技及、文房具 第三十二章 衣冠
第三十三章 織物 第三十四章 飮食物 第三十五章 穀菜
第三十六章 草木 第三十七章 官位職業連語 第三十八章 家屋連語
第三十九章 家具連語 第四十章 金屬及玉石連語 第四十一章 文藝遊技及文房具連語 
第四十二章 衣冠連語  第四十三章 織物連語 第四十四章 食事連語 
第四十五章 穀菜連語 第四十六章 草木連語 第四十七章 獸類
第四十八章 鳥類 第四十九章 水族 第五十章 蟲類
第五十一章 農業 第五十二章 工業 第五十三章 商業
第五十四章 貿易品 第五十五章 交通船車 第五十六章 鐵道
第五十七章 旅行 第五十八章 軍事 第五十九章 公事
第六十章 雜事 第六十一章 獸類連語 第六十二章 鳥類連語
第六十三章 魚類連語 第六十四章 旅行連語 第六十五章 軍事連語
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3. 『韓語敎科書』の韓国語について
本章では『韓語敎科書』に現れる韓国語の特徴(語彙・音注・助詞・語尾など)を概観す
るが、商業関連用語が多く現れることが特徴である。
3.1. 語彙について
次の<表3>は、本書(1905年)と1896年に刊行された『実地応用朝鮮語独学書』における商
業関連用語を比較したものである。
<表3> 本書と『実地応用朝鮮語独学書』における商業関連用語
次は開化期の韓国語の特徴を示す語形である。
◎ 前舌母音化と関わる語形
(韓-55) 일즉 (韓-55) 즘 (韓-86) 부즈런허오
(韓-40) 보음즉 (韓-192) 춤 (韓-128) 칩소
◎ 高母音化と関わる語形
(韓-75) 아모도 (韓-117) 거복 (韓-158) 죠곰도 
(韓-214) 기동 (韓-267) 소곰 (韓-54) 아조 
(韓-141) 모도 (韓-202) 얼골  (韓-39) 도모지 
◎ 口蓋音化と関わる語形
(韓-190) 혜11) (韓-254) 김치12) (韓-43) 심씨13)
◎ 文明語
(韓-39) 륜거 列車 (韓-155) 긔 滊車 (韓-194) 쳘도 鐵道
(韓-48) 쳘필 ペン (韓-48) 양붓 　鉛筆 (韓-83) 쳔리경 雙眼鏡
(韓-92) 령슈쟝 請取 (韓-228) 쥬누아 天麩羅
◎ その他
(韓-39) 기14) (韓-54) 싸면15)
11) 開化期の多くの韓国語学習書で「셰」の語形が見られる。
(日會-88) 셰 (朝独-64) 셰 (三-67) 셔 (実-36) 셰
12) 文献によっては「침치」「김치」の両方が現れる。
(実-45) 침 (実-81) 김치 (日會-117) 침치 / (日會-121) 김치
(三-116) 김치 
13) (日會-151) 심이 (三-11) 심써 (交-1-29) 심써
両書で同一である用語
간 見本 구젼 口錢 쥬 問屋 님자 荷主
단골 得意 뎐당 抵當 맛돈 現金 변리 利子
변통 融通 본가 原價 본젼 資本 슈가 仕込/手附金
시세 景氣 외상 掛金 치부 帳簿 표 手形
환젼 為替
『実地』にだけ現れる用語 견패 失敗 보판 稅關手數 슈긔 證書
本書にだけ現れる用語
고(高價)騰貴 공 公債  뎟슈 受取 도디 貸借
듀권 株券 리식 利息 무역 貿易 보험 保險
샹뎜 商店 세금 稅金 슈입 收入 세 地代
영업 營業 운송 運送 원가 元價 원금 元金 
지츌(츌구) 支出 지폐(지젼) 紙幣 집세 家賃 츌판 板權
화물(짐) 貨物 화사(>회사) 會社 화폐 貨幣 환 為替
환보 返済
変更がみられる用語
(『実地』/ 本書の順)
낙본 落本 / 손 損失 니 利 / 리익 利益
보인 保人,證人 / 보증 保證 시직 時直 시가 / 시세 相場
입구 / 슈입 輸入 지쳔 下落 / 낙가下落 
츌구 / 슈츌 輸出
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(韓-62) 갓잡지요16) 近イ (韓-68) 각 各種 (韓-85) 반날 半日 
(韓-90) 동 仲間 (韓-257) 림금 林檎 (韓-258) 광이 猫 
(韓-241) 구녕 穴 (韓-229) 남경공 落花生
(韓-192) 피기17) シャクリ (韓-98) 입내18)  口マネ (韓-234)　쳥젼 收賂
(韓-149)　물이 켯소19) (韓-152) 날이 져르니20) (韓-170) 무리21) 雹
3.2. 音注について
本書において第貳編までのハングルには片仮名で音注が施されている。この音注は当時
の韓国語の発音を示しているところもみられるが22)、全般的に朝鮮語学習書の伝統的な音
注表記に従っており、文字転写の性格が強いといえる。次の<表４>は本書の「第四章 子
音」に現れるハングル文字の分類とその音注である。
<表４>『韓語敎科書』の「第四章 子音」
14) 柳弼宰(2001:119)によれば、「소、기」のように「우」が脱落した語形は20世紀初めのソウル方言で現れる。
15)「쌓이면」
16) (三-81) 갓찹소     / (三-39) 갓가온 (朝-146) 갓갑소? (日會-56) 갓갑소?
 (日會-33) 갓가오나 (実-101) 갓갑소? (經-85) 갓갑게 
17) 京畿・忠淸・平北方言で使われている。
18) 平安道方言で使われている。
19) (三-46) 물이 켜는가 보와라
20) (交-1-9) 져르매
21) 北朝鮮地域で使われている。
22)「第七章 諺文讀方」では「諺文ノ讀方ハ本音ノ儘ニ讀ミ緩急ノ差ヲ生ザルヲ原則トスルモ場合ニヨリ連結セル上下ノ
文字ノ關係上發音ニ長短緩急ヲ生ジ本音ヲ失フニ至ルコトナラバ（後略）」という説明と、以下の例が提示されてい
る。本文の音注表記は主に本音の方式が使われている。
本音 讀方 本音 讀方
국이 クークイ クーキー 함안 ハムアン ハーマン
이 タルイ ターリー           악가 アクカ アツカー
담이 タムイ ターミー           집셕이 チプショクイ チプソーキー
법이 ポプイ ポーピー            약이니 ヤクイニ ヤーキニ
삭 サククーン サツクン            먹어라 モクオーラー モツコーラ
平音 輕音 激音
父音
母音  ㄱ ㄴ ㄷ ㄹ ㅁ ㅂ ㅅ ㅇ ㅈ ㅎ ㅋ ㅌ ㅍ ㅊ
第一列
開口音
ㅏ 가 カ 나 ナ 다 タ 라 ラ 마 マ 바 パ 사 サ 아 ア 자 チア 하 ハ 카 カ 타 タ 파 パ 차 チア
ㅑ 갸 キヤ- 냐 ニヤ 댜 チヤ 랴 リヤ 먀 ミヤ 뱌 ピヤ 샤 シヤ 야 ヤ 쟈 チヤ 햐 ヒヤ 캬 キヤ 탸 チヤ 퍄 ピヤ 챠 チイヤ
第二列
咽喉音
ㅓ 거 コ 너 ノ 더 ト 러 ロ 머 モ 버 ポウ 서 ソ 어 オ 저 チヲ 허 ホ 커 コヲ 터 トヲ 퍼 ポヲ 처 チヨ
ㅕ 겨 キヨ 녀 ニヨ 뎌 チヨ 려 リヨ 며 ミヨ 벼 ピヨ 셔 シイヨ 여 イヨ 져 チヨ 혀 ヒヨ 켜 キヨツ 텨 チヨ 펴 ピヨ 쳐 チヨツ
第三列
舌音
ㅗ 고 コ 노 ノ 도 ト 로 ロ 모 モ 보 ポ 소 ソ 오 オ 조 チオ 호 ホ 코 コオ 토 トオ 포 ポ 초 チオ
ㅛ 교 キヨ 뇨 ニヨ 됴 チヨ 료 リヨ 묘 ミヨ 뵤 ピヨ 쇼 シヨ 요 ヨ 죠 チヨ 효 ヒヨ 쿄 キヨ 툐 チヨ 표 ピヨ 쵸 チヨ
第四列
唇音
ㅜ 구 ク 누 ヌ 두 ツ 루 ル 무 ム 부 プ 수 ス 우 ウ 주 チユ 후 フ 쿠 クヲ 투 テヲ 푸 プヲ 추 チウ
ㅠ 규 キユ 뉴 ニユ 듀 チユ 류 リユ 뮤 ミユ 뷰 ピユ 슈 シユ 유 ユ 쥬 チユ 휴 ヒユ 큐 キユツ 튜 チユ 퓨 ピユ 츄 チユ
第五列
牙音
ㅡ 그 クウ 느 ヌ 드 ツ 르 ル 므 ム 브 プ 스 ス 으 ウ 즈 チユー 흐 フ 크 クウ 트 テウ 프 プ 츠 チウ
ㅣ 기 キ 니 ニ 디 チ 리 リ 미 ミ 비 ピ 시 シ 이 イ 지 チ 히 ヒ 키 キ 티 ツイ 피 ピ 치 チ
ㆍ  カ  ナ  タ  ラ  マ  パ  サ  ア  チヤ  ハ  カ  タア  パ  チヤ
가 行 나 行 다 行 라 行 마 行 바 行 사 行 아 行 자 行 하 行 카 行 타 行 파 行 차 行
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3.2.1. 朝鮮語学習書におけるハングル文字の分類について
朝鮮語学習書におけるハングル文字の分類方法は、当時の朝鮮語学習書の間の影響関係
を示していると思われる。ハングル文字の分類方法は、1）「母音 子音」、2）「父音 母
音 子音」23)で大きく分けられるが、「父音 母音 子音」の分類は1900年代から現れる。
両方の分類方法においても「母音」は、「開口音(ㅏ ㅑ),咽喉音(ㅓ ㅕ),舌音(ㅗ ㅛ),
唇音(ㅜ ㅠ),牙音(ㅡ ㅣ ㆍ)」で分類されている。
<表５>「母音 子音」で分類した朝鮮語学習書24)
<表６>「父音 母音 子音」で分類した朝鮮語学習書25)
23)「父音 母音 子音」の分類で「父音」は子音に対応し、「母音」は同様で、「子音」は「父音」と「母音」が合体した
もので音節に対応する概念である。例えば、「父音」(ㄱ)と「母音」(ㅏ)が合体して「子音」(가)が作られる。
   大部分の朝鮮語学習書で子音（「父音」)は、「平音,輕音,激音」で分類されており、二重母音と関わる「重音,重激
音」と一緒に扱われている場合が多い。
　　　
平音 輕音 激音 重音 重激音
ㄱ ㄴ ㄷ ㄹ ㅁ ㅂ ㅅ　ㅇ ㅈ ㅎ ㅋ ㅌ ㅍ ㅊ 과 궈 콰 쿼
24) 網掛けで表示されている『速成独学朝鮮日本会話篇』(1894年)と『日清韓三国対照会話篇』(1894年)では、「子音」
と「母音」の説明が逆になっている。
25) 網掛けで表示されている、金島苔水著の『對譯日韓会話捷径』(1905年)と『對譯日韓新会話-附文法註解』(1905年)、
『日韓言語合璧』(1906年)では「父音」と「母音」の説明が逆になっている。
出版年 書名 著者 母音の分類
1893  日韓通話 国分国夫 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1894 朝鮮語学独案内 松岡馨 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1894 日韓會話 參謀本部 開口長調 咽喉長調 窄口短調 窄口長調 半開口短調
1894 速成独学朝鮮日本会話篇 共同刊行 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1894 日清韓三国対照会話篇 松本仁吉 開口音 喉音 舌音 唇音 牙音
1900 実地応用朝鮮語独学書 弓場重栄, 内藤健 第一級開口音 第二級咽喉音 第三級舌音 第四級唇音 第五級牙音
1901 朝鮮語独習 松岡馨 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1903 日韓通話捷径 田村謙吾 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1904 日韓会話独習 山本治三 開口長音 咽喉長音 舌短音 唇長音 半開口短音
1904 日露清韓会話早まなび 小須賀一郎 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1906 六十日間卒業日韓会話独修 柳淇英，高木常次郎 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1906 韓語正規 近藤信一 開口音 長調 咽喉音 長調 舌音 長調 唇音 長調 牙音 短調
1907 朝鮮語独稽古 川辺紫石 区別なし
1910 韓語学大全 津田房吉 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
出版年 書名 著者 母音の分類
1902 実用韓語学 島井浩 第一列開口音 第二列咽喉音 第三列舌音 第四列唇音 第五列牙音
1904 韓語会話 村上三男 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1904 韓語独習通信誌　第１編 大韓起業調査局通信部 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1904 最新日韓会話案内 嵩山堂編輯局 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1904 日韓会話三十日間速成 金島苔水，李鎮豊 第一列開口音 第二列咽喉音 第三列舌音 第四列唇音 第五列牙音
1905 韓語教科書 金島苔水，廣野韓山 第一列開口音 第二列咽喉音 第三列舌音 第四列唇音 第五列牙音
1905 実用日韓会話独学 島井浩 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
1905 對譯日韓会話捷径 金島苔水，廣野韓山 第一列開口音 第二列咽喉音 第三列舌音 第四列唇音 第五列牙音
1905 對譯日韓新会話 金島苔水，廣野韓山 第一列開口音 第二列咽喉音 第三列舌音 第四列唇音 第五列牙音
1906 日韓言語合璧 金島苔水 第一列開口音 第二列咽喉音 第三列舌音 第四列唇音 第五列牙音
1906 韓語 安泳中 開口 咽喉 舌 唇 牙
1906 日韓韓日新会話 島井浩 開口音 咽喉音 舌音 唇音 牙音
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3.3 助詞
本書の「第九章 接續詞」では次のように助詞がまとめられているが、本文では「츤 흔 
히 흘 의셔 흐로」の用例は現れず、主題格助詞「은/는/슨/()」、主格助詞「이/가/시/
치」、目的格助詞「을/를/슬/츨」が使われている。また、「는」だけでなく「」も主題
格助詞と連体形語尾として使われている。なお、助詞の用例に間違いも全般的に多くみら
れる。
　◎ 本書の「第九章 接續詞」に提示されている助詞
에 헤 세 에셔 의셔 을 슬 츨 흘 를  나
라도 의 이 히 시 가 도 
은 슨 츤 는 흔 와 과 고 라 으로 흐로 로
　◎ 主題格助詞
(韓-41)　나는 (韓-45) 일본에는 (韓-124)　공은 (韓-125)　노형은
(韓-114)　셩씨 (韓-239)　글씨 (韓-244)　죠션에
(韓-81)　그거슨 (韓-54)　삭슨 (韓-86) 갑슨 (韓-247)　옷슨 
 (韓-53) 호랑이은 (韓-194) 쳘도은 (韓-82)　학당는
　◎ 主格助詞
(韓-67) 사이 (韓-37) 나라가26) (韓-178)　져거시 (韓-241)　술마시
(韓-143)　밥갑시 (韓-195)　연못시 (韓-244)　그릇시
(韓-40) 치 (韓-137)　치 (韓-47)　졉동새이
　◎ 目的格助詞
(韓-35) 무명을 (韓-35) 명쥬를 (韓-81) 그거슬 (韓-91) 쓸 것슬 
(韓-249) 무어슬 (韓-247) 옷슬 (韓-240) 슬 (韓-59) 것츨 
　◎ その他の助詞
(韓-102) 날마당 (韓-101) 날마다 (韓-111) 이보담 (韓-245) 그것보다
(韓-39) 륜거로 (韓-65) 동경으로 (韓-101) 슐노
(韓-37) 고향에셔 (韓-61) 어데셔 (韓-82) 게셔 (韓-136) 셔울셔 
(韓-91) 잔치에 (韓-203) 셰와 (韓-48) 쳘필고 (韓-49) 역사과 
(韓-65) 나도 (韓-79) 의 
3.4. 終結語尾
3.4.1. 平叙形語尾
本書では平叙形語尾として「올시다、사외다、니다/늬다、소、오/요、다」などが使わ
れ、「나이다」は現れない。次は平叙形語尾の例である。
　◎ 올시다
(韓-178)　션가는 오십젼이올시다
　◎ 니다(늬다/다/네다) 
(韓-36) 번가 빗치옵니다
(韓-69)　이 대단이 붐니다
(韓-200)　오십셰가 다 되십니다
(韓-137)　교는 부즈런이 랏치옵다
(韓-41)　처음 뵈옵늬다
(韓-117) 잘 되기를 라옵다
(韓-99) 공부지요 마는 잘 안됨네다
26)「나라」の場合、文献によって「나라히」と「나라가」が使われている。『日韓会話』(1894年)の影響と思われるが、
本書においても「나라이」が現れる。
(韓-56) 뉵군은 어네 가라이(>나라이) 만소?
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　◎ 리다
(韓-94) 담당허리다
(韓-159) 곳 도로 보내오리다
　◎ 외다
(韓-79) 의 사졍은 모르외다
(韓-81) 그거슨 셔화이외다
(韓-106) 도야지 고기는 연고 먹을만 외다
(韓-179) 봄은 날도 길고 기도후(>기후도) 온화여 실로 둇외다
　◎ 오, 요
(韓-50) 천만에 말슴이요
(韓-43) 밧갈기를 심씨 허오
(韓-63) 엄디 손락이 압푸오
　◎ 소/소이다
(韓-46) 다른 식칼도 드지 안소
(韓-65)  시계는 병이 낫소
(韓-43) 향내가 둇소이다
　◎ 다/듸다
(韓-59) 것츨 보면 곱다
(韓-61) 그져게 갓다
(韓-235) 귀국에는 늘근 사도 아희라 는 거시 잇답듸다
3.4.2. 疑問形語尾
本書では次のような多様な疑問形語尾が使われている。また、疑問形語尾「-가:-고」の
対立は現れない。
　◎ 닛가/릿가/듸가
(韓-126) 당신 쳥국말 우셧슴닛가?
(韓-125) 겨 듸리 오릿가?
(韓-89) 몟시에 급륜거가 이 뎡거쟝에 오옵닛가?
(韓-200) 대부인은 안령이 계시오닛가?
(韓-145) 쥬인은 어데 가셧습듸가?
　◎ 오, 요, 
(韓-37) 지금 셰샹에 어네 나라가 야만오?
(韓-78) 대완구는 어데셔 드오?
(韓-249) 졈심밥은 무어슬 잡수시려오?
(韓-253) 인부들은 무을 밥로 용다 니 말이오?
(韓-89) 몟돈 우표를 붓치는 거시요?
(韓-128) 당신은 몟살이나 되시요?
　◎ 소
(韓-39) 노국말과 영국말 거는 오는 고시 기가 십소?
(韓-51) 어네 거시 둇겟소?
(韓-289)　이곳 병영에는 군가 얼마 잇소?
　◎ 냐, 나
(韓-51)　누가 오셧나? (韓-76) 무으가 업나?
(韓-50) 나히 몟이냐? (韓-66) 나루가 잇냐?
(韓-91) 월 명일 잔치에 쓸 것슬 다 쥰비 허엿느냐?
(韓-198) 너는 미국에 유학 홀 각이냐?
　◎ 가
(韓-122) 물고기 잡아옷가?
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3.4.3. 命令形語尾
本書では極尊稱の「-쇼셔」は現れず、「-시요、-오、-라」が使われている。
　◎ 시오/시요
(韓-92) 령슈쟝을 써서 주시오 (韓-95) 건돌지 마시오
(韓-147) 식후에 약을 잡수시오 (韓-143) 업시요
(韓-104) 족직개로 으시요 (韓-109) 겸 마시요
(韓-44) 고 결안을 살 터이니 쥬션여 주시요
　◎ 오       
(韓-58) 우지 마오 (韓-135) 쇼고기 근 주오
(韓-135) 급히 쓸데가 잇스니 쥬션여 주오
(韓-158) 벼루 내여 주오
　◎ 라  
(韓-40) 어셔 오나라 (韓-68) 쇠맛치로 못박어라
(韓-43) 긔 라라 (韓-43) 긔 지어라
(韓-115) 이 편지를 우쳬함에 너어라 (韓-72) 욕심만 내지 마라
(韓-142) 부로 들치 마라 (韓-106) 배 대여라
(韓-139) 밥은 무르게 지여라 (韓-247) 솜옷슨 길게 여라
3.4.4 勧誘形語尾
本書では勧誘形語尾として「옵시다/습시다/읍시다/ㅂ시다 쟈」が現れている。
(韓-36) 개 먹습시다 (韓-144) 날이 치우니 술 먹습시다
(韓-41) 이약이나 시다 (韓-104) 공부시다
(韓-135) 국화 구경 옵시다 (韓-138) 죵용이 노십시다
(韓-101)  뵈옵시다 (韓-55) 디도를 봅시다
(韓-152) 뎜심 먹읍시다
(韓-64) 우리 케 가쟈 (韓-69) 골나 쟈
5. 終わりに
本稿では20世紀初めに日本人のための朝鮮語学習書および韓国人のための日本語学習書
として金島苔水と廣野韓山により刊行された『韓語敎科書』(1905年)について、韓国語の
単語と文およびその仮名音注を分析し、本書に現れる20世紀初めの韓国語の特徴(音注・語
彙・助詞・語尾)を概観した。
著者の金島苔水は1900年代から1930年代にかけて朝鮮語と中国語の学習書を多数出版し
ているが、内容の充実度や正確さより商業出版物の性格が重要視されているといわれる。
それゆえ本書のハングル表記には多くの誤記がみられる。また、李斗璜（1858年～1916
年）が金島苔水の一部の著述に関わったことも分かる。
本書には開化期の口語的な特徴がよく反映されており、開化期の商業関連用語も多く現
れる。今後、金島苔水の他の著作を総合的に考察し、明治期の他の朝鮮語学習書や韓国人
のための日本語学習書を考察することで、現代韓国語の形成過程をより明らかにできると
期待される。
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